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神は、私たちが語っている来るべき世界を、天使たちに従わせることはなさらなかった

のです。ある個所で、こう証しされています。「人とは何者なのか / あなたが心に留めて

くださるとは。また、人の子とは何者なのか / あなたが顧みてくださるとは。あなたは彼

を僅かの間 / 天使たちよりも劣る者とし / 栄光と誉れの冠を授け / 万物をその足元に従わ

せられました 。」 「万物を彼に従わせられた」と言われている以上、この方に従わないも

のは何も残っていないはずです。しかし、私たちはいまだに、万物がこの方に従っている

状態を見ていません。ただ、「僅かの間、天使より劣る者とされた」イエスが、死の苦し

みのゆえに、「栄光と誉れの冠を授けられた」のを見ています。神の恵みによって、すべ

ての人のために死を味わわれたのです。というのは、多くの子たちを栄光へと導くために、

彼らの救いの導き手を数々の苦しみを通して完全な者とされたのは、万物の存在の目標で

あり源である方に、ふさわしいことであったからです。実際、聖とする方も、聖とされる

人たちも、すべて一つの源から出ているのです。（ヘブライ 2:5 ～ 11a ） 

 

著者は「神は、私たちが語っている来るべき世界を、天使たちに従わせることはなさら

なかった」と、来るべき救いの世界を天使たちに従わせることはなさらなかったと言う。

聖書のある箇所に、「人とは、何者なのか / あなたが心に留めてくださるとは。また、人

の子とは何者なのか / あなたが顧みてくださるとは。あなたは彼を僅かの間 / 天使たちよ

りも劣る者とし / 栄光と誉れの冠を授け / 万物をその足元に従わせられました」と証しさ

れている。この言葉は、詩編 8 編 5 ～ 7 節の「人とは何者なのか、あなたが心に留めると

は。人の子とは何者なのか、あなたが顧みるとは。あなたは人間を、神に僅かに劣る者と

され / 栄光と誉れの冠を授け / 御手の業を治めさせ / あらゆるものをその足元に置かれた」

からの引用である。詩篇で歌われている「人、人の子」は人間を指している。詩人は、人

間は神に劣る存在であるが、神が御心に留めて顧みられ、栄光と威光の冠を授け、被造物

を治めさせ、全てを足元に置く権能を授けられた。神は、人間を世界を治める責任ある者

にしたと歌っている。ヘブライ書の著者は「あなた（神）が顧みてくださるとは」と詩編

の言葉を踏襲しているが、「人の子」は「御子イエス」を指している。神が顧みられた御

子は、人となって生きた僅かの間、天使たちより低い者とされたが、栄光と誉れの冠を授

けられ、全てのものをその足元に従わせられました。天使にではなく、御子に来るべき世

界を従わせたのである。 「『 万物を彼に従わせられた』と言われている以上 」、 御子イエ

スに従わないものは何も残っていないはずである。しかし、私たちは未だに、全てのもの

がこの方に従っている状態を見ていない。「ただ、『僅かの間、天使たちより劣る者とさ

れた』イエスが 」、 恵みによって、全ての人々の救いのために、死を味わわれた。その十

字架の死の苦しみのゆえに、復活という栄光と誉れの冠を授けられたのを見ている。「と

いうのは、多くの子たちを栄光へと導くために、彼らの救いの導き手を数々の苦しみを通

して完全な者とされたのは、万物の存在の目標であり源である方に、ふさわしいことであ

ったからです 。」 救いの導き手、創始者である御子は、諸々の苦しみを通して、完全な者

とされた。それは、万物の存在の目標であり、源である神に相応しいことであった。神の

御心は御子の苦しみによって、人を聖なる者とする救いを与えることであった。実際、聖

なるイエスも、聖とされる人たちも、全て一つの源、神から出ているのである。 


